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ホームページ
■１月掲載分締切　12 月 10 日（月）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　12 月 25 日必着（掲載は 2 月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■２月号締切　12 月 25 日（火）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで

騙
さ
れ
ぬ　

福
祉
目
的　

消
費
税

豆
腐
屋
の　

ラ
ッ
パ
聞
こ
え
し　

鰯
雲

百
歳
の　

旭
き
ょ
く

陽よ
う

拝は
い

し　

我
の
身
は

気
を
つ
け
よ
う　

口
か
ら
出
す
も
の　

入
れ
る
も
の

か
み
な
づ
き　

ご
え
も
ん
さ
ん
も　

か
ま
の
そ
と

あ
り
が
と
う　

こ
の
一
言
で　

明
日
が
く
る

明
日
あ
る
と　

信
じ
手
を
ふ
り　

ま
た
、
あ
し
た

五
七
五　

友
と
話
を　

し
て
生
ま
れ

気
は
強
く　

心
優
し
く　

生
き
る
術

公
園
の　

空
気
た
ら
ふ
く　

吸
っ
て
秋

レ
ジ
が
混
む　

そ
う
か
ポ
イ
ン
ト　

三
倍
日
。

細さ
ざ

波な
み

が　

茜
の
色
を　

消
し
て
ゆ
く

年
金
が　

命
の
綱
と　

な
り
て
い
る

こ
の
僕
も　

ヨ
ッ
コ
ラ
セ
と　

言
う
歳
に

同
窓
会　

亡
き
友
の
顔　

お
も
い
出
し

農
機
具
も　

つ
か
い
終
れ
ば　

り
さ
い
く
る

紫し
お
ん
ば
な

苑
花　

大
き
な
背
丈
の　

秋
の
花

旭
岳　

紅
葉
見
事　

素
晴
ら
し
い

い
と
し
月　

乙
女
が
池
に　

浮
き
ゆ
れ
て

夫 

子
に　

専
属
カ
ッ
ト　

感
謝
で
す

畦
道
に　

彼
岸
花
揺
れ　

鷺
が
舞
う

年
の
瀬
に　

肩
こ
る
話　

聞
き
に
行
き

テ
レ
ビ
界　

笑
い
と
る
の
に　

骨
を
折
り

巨
人
軍　

イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し　

制
覇
す
る

洗
う
と
は　

浮
か
す
事
な
り　

貝か
い
わ
れ
な

割
菜

人
と
し
て　

慈
し
む
人
よ　

あ
り
が
と
う

な
れ
た
道　

な
が
め
て
い
た
い　

余
呉
の
湖う

み

主
還
り　

新
年
向
か
い　

注し
め
な
わ

連
縄
綯な

う

夕
映
え
に　

も
え
て
山
辺
の　

秋
深
し

椎
の
木
に　

つ
る
宿
し
た
り　

あ
け
び
成
る

老
人
会　

笑
顔
ヨ
イ
シ
ョ
の　

サ
ロ
ン
会

泣
き
笑
い　

月
日
の
早
さ　

今
年
も
過
ぎ

秋
の
お
と　

虫
の
音
い
ろ
に　

い
や
さ
れ
て

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

美
濃
部
正
昭
（
安
・
中
央
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

山
本　
節
子
（
安
・
西
万
木
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

栗
ご
は
ん　

秋
を
感
じ
て　

口
進
む

自
分
史
に　

幸
せ
多
き　

年
と
書
く

予
定
よ
り　

五
日
お
く
れ
の　

曾ひ

孫ま
ご

抱
く

予
報
士
は　

ス
テ
キ
な
お
嬢　

さ
ん
が
よ
い

気
に
か
か
る　

遠
き
古
家　

落
葉
ち
る

晩
秋
や　

白
鳥
飛
来　

北
湖
か
な

年
重
ね　

冬
の
訪
れ　

厳
し
す
ぎ

雑
草
を　

か
き
分
け
て
咲
く　

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

秋
晴
れ
や　

孫
寿
の　

知
ら
せ
あ
り

枝
豆
も　

秋さ

刀ん

魚ま

も
妻
も　

酒
の
友

早
や
一
年　

残
り
僅
か
に　

な
か
り
け
り

嫁
か
ら
の　

誕
生
祝
に　

舌
つ
づ
み

や
わ
ら
か
な　

夕
陽
背
お
い
て　

ペ
ダ
ル
踏
む

畑
仕
事　

身か
ら
だと
心
の　

リ
ハ
ビ
リ
に

名
月
を　

仰
ぎ
て
家
路
へ　

ペ
ダ
ル
踏
む

秋
深
し　

刻
々
変
わ
る　

遠
き
峰

年
重
ね　

頭
毛
白
し　

富
士
の
山

朝
日
う
け　

く
っ
き
り
浮
か
ぶ　

竹
生
島

枯
れ
て
尚　

色
重
ね
合
う　

落
葉
か
な

コ
ト
コ
ト
と　

寒
そ
な
風
吹
き　

冬
の
夕
ぐ
れ

満
月
や　

雲
の
間
に
間
に　

墨
絵
か
な

復
興
費　

霞
ヶ
関
が　

食
い
潰
し

立
ち
枯
れ
の　

山
こ
も
ご
も
に　

秋
の
色

短
日
や　

あ
れ
も
こ
れ
も
と　

欲
張
っ
て

小
き
ぼ
校　

一
人
数
役　

う
ん
ど
う
会

お
ー
い
走
れ
よ
と　

杖
歩
行
の
我み

に　

友
の
檄

友
遠
き　

ハ
ガ
キ
１
ま
い　

気
が
や
す
む

旅
の
空　

ふ
る
里
恋
し
や　

流
れ
星

世
の
中
は　

ド
ラ
マ
の
如
く　

殺
伐
と
し

早
々
と　

新
米
旨
き　

敬
老
日

老
い
て
尚　

猫
撫
で
声
で　

色
盛
ん

何
時
ま
で
も　

ぼ
け
な
い
様
に　

が
ん
ば
ろ
う

喉
元
を　

過
ぎ
節
電
を　

忘
れ
が
ち

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

小
島
あ
き
江
（
安
・
下
小
川
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

石
田　
三
造
（
新
・
深
溝
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

太
田　
和
美
（
マ
・
蛭
口
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

前
田　
と
み
（
今
・
浜
分
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

国民年金基金加入
のおすすめ

保険年金課
　 （25）8137

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
控
除
の

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
24
年
１
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で

す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険
料

な
ど
も
含
み
ま
す
。）  

ま
た
、
ご
自
身

の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご

家
族
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

　国民年金基金は、基礎年金に
上乗せする公的な年金であり、
安心してご加入いただけます。
加入できる方は、国民年金の保
険料を納めている 60 歳未満の
第１号被保険者（自営業者、農
林漁業者、無職、自由業者など
の人とその配偶者、学生）です。
掛金は、加入時の年齢、性別、
口数等により決まります。
　また、全額社会保険料控除の
対象となるため、所得税や住民
税が軽減されます。給付の基本
は、「終身年金」で一生受け取
れます。お申し込み等は、滋賀
県国民年金基金（フリーダイ
ヤル０１２０ー６５ー４１９２）
まで。

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
保
険
料

を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
を
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の

際
に
は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。                                           

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

　
倒
産・解
雇
な
ど
で
離
職
し
た
方（
特

定
受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど

で
離
職
し
た
方
（
特
定
理
由
離
職
者
）

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

　
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
離
職
し

た
65
歳
未
満（
離
職
日
現
在
）の
方
で
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
下
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▼
軽
減
措
置
の
概
要　

　

対
象
者
の
前
年
の
給・

・与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康

保
険
税
を
計
算
し
ま
す
。

▼
軽
減
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る

期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
間

は
、
再
就
職
し
て
も
軽
減
は
続
き
ま

す
が
、
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
と

終
了
し
ま
す
。

▼
手
続
き　

　
申
請
書
類
（
国
民
健
康
保
険
特
例
被

保
険
者
等
申
告
書
）
に
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
写
し
を
添
え
て
、
市
役
所

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課
　
（
２
５
）
８
１
１
６

全
額

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す
！

○特定受給資格者
コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職
○特定理由離職者
コード 離　　職　　理　　由
23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間 12 か月未満）

非
自
発
的
失
業
者
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
制
度


